
 

す
ご
い
雨
の
降
り
方
で
し
た
ね
。
吉
川
区
代
石
（
私

の
地
元
町
内
）
で
は
30
日
の
朝
７
時
か
ら
１
時
間
雨

量
が
66
ミ
リ
、
42
ミ
リ
と
続
き
、
一
日
の
累
計
雨
量

は
１
９
３
ミ
リ
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
豪
雨
で
、
市
内
で
は
吉
川
区
、
大
島
区
、
柿

崎
区
、
浦
川
原
区
を
中
心
に
建
物
浸
水
、
道
路
の
崩

落
、
田
畑
へ
の
土
石
の
流
入
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
（
写
真
上
は
吉
川
区
原
之
町
、
下
は
柿
崎
区
上
金
原
） 

 

31
日
夕
方
現
在
、
住
家
の
床
上
浸
水
は
３
、
床
下

浸
水

64

、
非
住
家
の
浸
水
１
０
９
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
道
関
係
で
は
、
赤
沢
泉
線
、
栃
窪
線
、
上
猪
子

田
下
向
古
川
線
な
ど
74
路
線
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
農
地
、
農
業
用
施
設
、
林
業
施
設
等
に
も

多
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
私
は
、
30
日
以
降
、
毎
日
、
市
内

各
地
を
ま
わ
っ
て
被
害
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
要
望
を

お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

ス
コ
ミ
が
上
越
市
の
被
害
状
況
を

あ
ま
り
伝
え
な
い
こ
と
か
ら
、
私

の
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
毎

日
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望

は
、
「
家
の
そ
ば
で
崩
れ
た
土
砂

は
自
力
で
は
と
て
も
片
付
け
ら
れ

な
い
。
助
け
て
ほ
し
い
」
「
雪
が

降
る
前
に
水
路
を
復
旧
し
て
も
ら

い
た
い
。
さ
も
な
い
と
来
年
、
作

付
で
き
な
い
」
な
ど
多
数
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
直
接
、
担
当
課

に
つ
な
い
だ
り
、
緊
急
要
望
書
な

ど
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

市
長
に
７
項
目
の
緊
急
要
望
書
提
出 

  

日
本
共
産
党
上
越
市
議
団
は
８
月
２
日
、
村
山
市
長

に
対
し
て
、
今
回
の
豪
雨
災
害
に
伴
う
緊
急
要
望
を
ま

と
め
、
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は
馬
場
和
明
危
機
管

理
監
に
手
渡
し
、
私
と
上
野
議
員
が
内
容
の
説
明
を
し

ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
要
望
書
を
受
け
て
、
す
で
に
総

合
事
務
所
や
関
係
課
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

 

要
望
書
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

１
．
早
急
に
激
甚
災
害
の
指
定
が
さ
れ
る
よ
う
、
国
に 

 

強
く
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

２
．
土
石
流
や
地
滑
り
な
ど
の
危
険
地
域
で
の
災
害
を 

 

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
緊
急
対
策
を
強
め
て
い
た
だ
き 

 

た
い
。 

３
．
吉
川
区
川
谷
地
区
住
民
の
生
活
維
持
の
た
め
、
主 

 

要
地
方
道
上
越
安
塚
柏
崎
線
、
県
道
川
谷
十
町
歩 

 

線
、
県
道
大
潟
高
柳
線
に
お
け
る
道
路
の
災
害
復
旧 

 

が
早
期
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
県
に
強
く
働
き
か
け
て 

 

い
た
だ
き
た
い
。 

４
．
市
内
の
被
災
地
に
お
い
て
は
、
避
難
場
所
の
指
示 

 

な
ど
が
二
転
三
転
し
市
民
に
混
乱
を
招
い
た
地
域
が 

 

あ
る
。
ま
た
、
大
出
口
川
沿
い
、
保
倉
川
沿
い
の
関 

 

係
町
内
会
で
、
隣
接
し
て
い
な
が
ら
避
難
勧
告
が
出 

 

た
と
こ
ろ
と
出
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
こ 

 

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
市
民
へ
の
情
報
提 

 

供
の
あ
り
方
を
即
刻
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

５
．
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
な
ど
、
運
用
に
支 

 

障
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
早
急
に
状
況
を
調
査 

 

し
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

６
．
農
道
等
の
災
害
に
伴
い
、
秋
の
収
穫
作
業
が
で
き 

 

な
い
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
が
あ
る
。
今
後
の
稲
作
な 

 

ど
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て 

 

い
た
だ
き
た
い
。 

７
．
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て 

 

は
、
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
関
係
者
の
意
見 

 

を
反
映
さ
せ
て
対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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 緊急要望書を手渡し、内容を説明する私。日本共産

党市議団では10日、新潟県庁にも出向いて農地、農業

用施設災害復旧などで要望することにしています。 
（2日、上越市役所で） 



今回も水に浸かった小苗代のハウス 

田んぼや農業施設を守るため頑張る人たち 

              （代石地内） 

【写真上】は天林寺の池の堤体の崩れ 

【写真右】家屋裏山の崩れ（入河沢） 

【写真下】名木山地内で地滑り現場を 

 視察する日本共産党市議団。 

川崎地内で土嚢詰めをする消防団の人たち 

【
右
の
写
真
】
山
が
崩
れ
て
土
砂
が 

 

流
れ
込
ん
だ
田
ん
ぼ
（
下
中
条
地 

 

内
） 

【写真右】山からの水で畦も田んぼ

も滅茶苦茶に。（入河沢地内） 

今
回
の
豪
雨
災
害
で
最
も
大
き
な
地
滑
り
を
起
こ
し
た
「
ま
る
た

き
温
泉
」
近
く
の
山
を
見
る
私
。
（
30
日
午
後
） 



 今回の豪雨では家も道も田畑もやられました。農地、農業用施設

の災害は大島区がもっともひどい状態です。耕作者のひとりＵさん

は、「これで３回目だ。同じ工法ではまた被害が出る。災害復旧に

あたっては関係農家の声をしっかりと聞いてほしい」と訴えていま

した。（左の写真は板山で水路の復旧をしている人と話をする日本共産党市議

団。左下写真は藤尾地内の地滑り。下の写真は足谷で調査をする私） 

足谷の水路はこの通り。早期に復旧工事をしても

らわないと来年の作付ができません。 

主要地方道上越安塚柏崎線板山地内では道が分断

されました。視察する日本共産党議員団。 

【写真上】足谷で「大久保のとちゃ」などから説明を受

ける私。【写真下】板山で玄関先の崩落をとめる人たち 



 今回の豪雨では家も道も田畑もやられました。農

地、農業用施設の災害は大島区がもっともひどい状態

です。耕作者のひとりＵさんは、「これで３回目だ。

同じ工法ではまた被害が出る。災害復旧にあたっては

関係農家の声をしっかりと聞いてほしい」と訴えてい

ました。（左の写真は吉川区名木山で土砂崩れ現場を視察する

日本共産党市議団。下の写真は浦川原区上柿野） 

足谷の水路はこの通り。早期に復旧工事をしても

らわないと来年の作付ができません。 

主要地方道上越安塚柏崎線板山地内では道が分断

されました。視察する日本共産党議員団。 

【写真上】大島区足谷で耕作者の方から説明を受ける

私。【写真下】同区板山で玄関先の崩落をとめる人たち 

左
の
写
真
は
浦
川
原
区
小
谷
島
地
内
で

水
路
の
復
旧
で
頑
張
る
人
た
ち
。 


